
平成２６年度 宮津市８月補正予算（案）の概要 及び 主要事業 の概要 

＜８月補正予算の概要＞ 

 ■一般会計：三セク整理に係る和解の成立見通しに伴い、宮津市浜町立体駐車場として管理運営するための 

       経費について補正するもの。 

対 前 年 同 期 比

伸 率 H25(6月補正後)

        千円       千円         千円 ％         千円

一　　　般　　　会　　　計 10,735,956 6,800 10,742,756 △1.6 10,912,251 

7,700,047 7,700,047 4.1 7,396,329 

709,858 709,858 15.1 616,613 

合　　　　　　計 19,145,861 6,800 19,152,661 1.2 18,925,193 

　特　　　別　　　会　　　計

計

水  道  事  業  会　計

会 計 補正前予算額 補正予算額

（単位：千円）

財　　源　　内　　訳

特定財源 一般財源

6,700

◆浜町立体駐車場の９月以降の管理運営等
　に係る経費
　※受入れ準備等：1,100千円
　※管理運営経費：5,700千円

自立循環室 1
新
規

浜町立体駐車場管理運営事業 6,800 使手 100
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平成24年 　月定例会
（単位：千円）

　

年度策定
年度策定
年度策定

1

【市民参加の状況】

【先進性】

担当室・係 自立循環型経済社会推進室　まちづくり係 TEL 45-1607

事業概要

期待される
効果

■ 立体駐車場の管理運営　6,800千円
　平成26年9月1日に譲渡を受ける予定の立体駐車場について、市の駐車場施設と
して管理運営していくための予算
　○ 譲受施設　　立体駐車場施設及び付属設備等（パーキングはままち）
　○ 譲　受　日　平成26年９月１日（予定）
　○ 予算の内容　駐車場の受入れ準備（看板等の設置、設備設定等）
　　　　　　　　 及び運営経費（７ヶ月分）
　○ 駐車料金　　・入庫から5時間以内の駐車　無料
　　　　　　　　 ・５時間を超える１時間までごとに　100円
　　　　　　　　 ・一日上限料金　500円（入庫から当日午前０時まで）

【定期駐車の取扱いについて】
　現行利用者からの継続利用要望を踏まえ、当面の間の例外措置として、定期駐
車（有料）を暫定的に認めることとする。

≪参考≫今後の動き
 宮津マルシェの道の駅の基礎的部分（第1ステージ）の整備に合わせて、立体駐
車場を一体的な駐車場として活用していくための整備を実施
【H25年度補正予算110,000千円】

○ 宮津マルシェをはじめとした浜町地区の活性化
○ まちなかの観光入込客の増

【みやづビジョン2011以外の計画】
計
画
期
間

年度まで
年度まで
年度まで

目　的
・

目　標

背　景
・

経　緯

　中心市街地における駐車場機能を維持するとともに、宮津マルシェをはじめと
した浜町地区周辺の賑わいづくり等のための駐車場として活用することにより、
市街地の賑わいづくりに資する。

■㈱まちづくり推進機構
　・H25.12月　株主総会で会社の解散を決議
　・H26.3月　 会社解散、裁判所による特別清算開始決定
　・H26.5月　 債権申立期間の終了による債務の確定
　・H26.7月　 債権放棄に係る和解が成立する見込み
■宮津市
　・H26.1月　 債権放棄及びこれに伴う和解議案等の可決
　・H26.3月　 三セク債の発行を抑制する予算案可決
　・H26.7月　 立体駐車場の受入れ（代物弁済）、保有現金に
　　　　　　　よる弁済及び残債権の放棄等に係る和解を受諾

（参考）補正後予算額　㈱まちづくり推進機構の解散に伴い、同機構が保有する立体駐車場を市が受入
れることとして和解が成立する見通しとなったことから、浜町地区を活性化し、
市街地の賑わいづくりに繋げていくという視点で、駐車場を活用していくことと
したため。 6,800

ビジョン
基本施策

観光を基軸とした産業振興
ビジョン
重点戦略

─ 　特　定　財　源　の　内　訳

使手 浜町立体駐車場使用料 100

補正理由

6,800
100 6,700

事業名 浜町立体駐車場管理運営事業 新規
補 正 予 算 額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

平成26年 8 月臨時会 補正予算　事業等説明資料【一般会計（第1号）】


